












下 LA）とライティング・サポートの運用を 2015年度より実施した。 
LA については、募集内容（講義運営に専任教員がコミットしている事など）を検討し、
運営委員を通じて各学部等へ LA活用授業の募集を行った。その後、対象授業の選考を行い、
LA 候補者に対し、LA の業務内容、ファシリテーションの仕方などに関する 2 回の事前研



















































































ント創造学部では、1 年生の「基礎リテラシー」の一部クラスに MODAC を投入したとこ
ろ、スマートフォンのWebブラウザで情報検索を行い、その結果を見ながらグループワー
クを行っていた(図 4)。以上のように、自学自習だけでなく授業での活用も行えることが分
かった。特にグループワークの際、画面を見ながらメンバーと議論することに適しており、
学生が常に携帯しているスマートフォンを、協同学習を促進するツールにする環境が実現
できた。 
図 3.ラーニング・コモンズでMODACを利用している様子(岡本キャンパス) 
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図 4.マネジメント創造学部でMODACを利用している様子(西宮キャンパス) 
3.課題
現在のところ、MODACの利用頻度は高くない。学生数名に聞いたところ、「どのように
使えばよいのか分からない」「そもそもスマホでワープロやプレゼン資料を作れることを知
らなかった」「キーボード入力よりフリック入力の方が使いやすい」などの意見が得られ、
初めて見る機器に戸惑っている様子が分かる。また、教職員に対する利用案内なども周知
されていない。 
MOVARIは現在開発途中であり、一部授業での試行にとどまっている。 
4.提案
MODAC に関しては、まずは教員、学生向けの利用案内の作成や告知を行わなければな
らない。また、MODAC を最大限に活用するには、スマートフォンとパソコンの連携が必
須である。そのためには、本学学生は誰でも無料でクラウドサービスの OneDriveが利用で
きるということを周知徹底させ、パソコンとスマートフォンでファイルの共有ができるこ
とを学内に広くアナウンスする必要がある。 
MOVARI については、利用を希望する授業を募り、実際に授業で利用してもらうことで
利用者を増やす予定である。 
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